
１．はじめに

本研究は、児童が主体的に取り組む算数学習のあり

方を追究するため、教師と学習集団によって協定され

る算数の学習規範がどのように内面化するのか、児童

の様相からとらえていくことを目的としている。

本稿では、先行研究を基に、算数の学習規範の枠組

み作成に向けた考察を試みる。その結果、低学年とい

う発達段階では算数の学習規範も、教師という権威が

強く働くことが明らかになった。

２．算数の学習規範

（１）学習規範に関する研究の背景

佐々木（2002）1）は、「教室の社会的規範は、教室文

化を構成する要因あるいは、その部分として認識され

ている。この規範は、教師や生徒が教室（授業）へ参

加する構造を決定しているのである。」と述べている。

授業という営みを成立させていくために指導される

「先生や友達の話を聞く」「始業時刻がきたら席に着い

たり、集合したりする」（佐賀県教育センター生活・

学習習慣の育成研究委員会、2005）2）などが、それに

当たる。

現場の教師の間では、授業に参加する前提としての

学習規範が存在している。それは、学習指導の第一歩

として指導し、それを保持するためにも指導するもの

と考えられてきた。最近の学力向上に関わって、学習

規範を支持する風潮は強まっている。

さらに、全国学力・学習状況調査の結果（文部科学

省、2009）3）を見ると、学力と規範意識との関係性が

大きいことが明らかになった。

図１は、学校での学習指導と、児童の学習習慣、学

力との関係を仮定したモデルである。CFI2，RMSEA3

とも比較的良好な値を示しており、信頼できる。それ
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ぞれ因果の大きさが数値で示されているが、学習習慣

と学力が大きく関係していることが分かる。また、国

語、算数の指導工夫は、学力と直接関係しており、家

庭と連携した学習指導は、児童の学習習慣を介して間

接的に学力と関係していることも分かる。

規範意識の育成は，観念的・経験的な指導から、今

後は意図的な指導として重視されていくものと推察す

ることができる。

（２）学習規範のとらえ方

①　生活規範と学習規範との関係

生活・学習習慣アンケート（佐賀県教育センター生

活・学習習慣の育成研究委員会、2005）5）において、

学校現場の教師が重点をおいて指導する規範項目を挙

げてみる。

表１ 教師が重点をおいて指導したい上位（反応率

70％以上）の規範項目

教師が重点をおいて指導したいと考える規範は、学

習規範だけでなく、生活規範も大きな位置を占めてい

ることが見て取れる。授業という営みにおいて、児童

が安心して自分らしさを発揮できる学習集団となるよ

う、２つの規範が共存していると思われる。実際、学

級担任による全教科指導が基本となっている小学校で

は、学習も生活も
．．．．．．

、学級担任や学級の友達という学習

集団と共に過ごすことから、両者を分けて指導するこ

とは考えにくい。

また、小学校入学直後は、学習規範の指導よりも、

生活規範の指導が先に行われている。その際、個々の

児童が既に身に付けている社会的規範と学校生活で身

に付けることが望ましい生活規範とを、関連付けて指

導する。その後、学習指導に傾向していくが、学習集

団の実態によって生活規範は適時指導される。

こうした実態を踏まえると，学習規範は、生活規範

を基盤にしたものと見ることができる。

②　学習規範

学力と学習規範を関連づけてとらえるためには、学

習規範の形成が、学習者の、学習することについての

主体性を育成することにつながることが大切である。

Lave&Wenger（1991）6）は、次のように述べている。

教師は自由な知的生産共同体を子どもと共に形

成しながら、豊かな学びを生み出すように働きか

ける。教室は子ども達の主体的な意志と学ぶ喜び

を知る秩序を保ち、争いがあっても折り合いをつ

ける知恵を育む集団形成の場となる。学級の子ど

も一人ひとりが、まっとうな成員のひとりとして

授業に参加する。いきなり授業で大活躍しなくと

も、正統的な学習者として授業の進行の一翼を担

う。そして、やがて十全な学習者として授業を担

う道へとつながる。

これは、２つの成分からとらえることができる。

１つは、学習を円滑に進めるために個々の児童が身

に付け、それぞれの児童が互いに守り合う、学習指導

の全般にわたって指導する一般的な学習規範である。

もう１つは、「教師は自由な知的生産共同体を子ど

もと共に形成しながら、豊かな学びを生み出すように

働きかける。」とあるように、学習規範が算数・数学

における豊かな学びと結実することが大切である。

算数・数学の豊かな学びとして、次の５点を考える。

１．算数・数学を学ぶ楽しさやよさを実感として

感じられる学び

２．算数・数学の意味や性質を、確実に理解でき、

数量や図形の仕組みの規則性や論理性、明確さ

などを感じられる学び

３．数学的に解釈したり表現したりできる学び

４．日常の事象と関連づけられ、見通しを持ち、

筋道を立てて考えられる学び

５．児童・生徒自身が学んだことを生かし、なか

まと伝え会い、認め合ったり高め合ったりでき

る学び

Yackel & Cobb（1996）7）は、「問題解決について話し

合っているとき、既に出されている答えとは違うもの

を考えようというのは社会的規範であり、数学的に違

うというのはどういうことかが社会数学的規範であ
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図１ 学力と規範意識との関係性（文部科学省、2009）4）



る。」と述べているが、同じ考えであると見てよかろう。

つまり、算数の学習規範とは、生活規範と一般的な

学習規範を基盤にするが、算数・数学の学習を経験す

ることで磨かれる、数学的な見方・考え方（思考）や

それによって見出される数学的な価値、さらに算数を

学ぶことの意味（態度）につながる豊かさに結実する

働きがあるとして、児童と教師の間で追求したい（ま

たは追求したくない）姿として協定、共有されるよう

指導される。

これを、モデルに示すと、次のようになる。
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新学力観が打ち出されてから、学力の定義は、見え

る学力としての「知識・理解」「表現・処理」に加え、

「数学的な考え方」や「関心・意欲・態度」といった

見えない学力を加味するようになった。

新しく加わった学力の育成がなされ、その能力が培

われ、それが原動力となって、見える学力が獲得され

るという考えである。その結果、新しい教育課程で３

つの観点から「学力」が定義された。

・基礎的・基本的な知識・技能を確実に身に付ける。

・数学的な思考力・表現力を育てる。

・学ぶ意欲を高める。

先述したYackel & Cobbの学習規範に関する考え

に立つと、算数・数学の学習規範は、学力形成のステ

ップとして、算数・数学への取り組み方や算数・数学

を学習する態度について、児童と教師の間で追求した

い（または追求したくない）姿として協定し、その結

果として算数・数学を学習する意義を高めていくもの

である。

したがって、算数・数学への取り組む行動様式を制

御する成分にしても、「数学的に観察し把握すること

（観察把握）」や「数学的に分類整理したり、選択した

りすること（分類整理）」、「筋道を立てて考えたり振

り返って考えたりすること（筋道反省）」、「事象を数

学的に解釈したり自分の考えを数学的に表現すること

（解釈表現）」といった数学的な営みであることの成分

によって、行動様式を制御していることが大切である。

このように学習規範を考察した結果として、本稿で

は、学習規範を次のようなカテゴリーから捉えておき

たい。

１．社会的規範

２．生活的規範

３．一般的な学習的規範

４．算数的学習規範

４１．観察把握

４２．分類整理

４３．筋道反省

４４．解釈表現

３．算数の学習規範の様相

以上のように学習規範を定義した上で、算数の学習

規範の様相について、具体的に事例を用いて分析して

みたい。

（１）事例の概要

事例には、平成21年７月上旬に、筆者の一人が国

立大学附属小学校において実践した「（10以下の

数）－（１位数）の減法」を用いる。

本単元は、初めて減法の式表示を学習する。式表示

の内容には、「式に表す」と「式をよむ」の２つがあ

る。ここでは、式表示の導入段階であることから，基

本的には、「式に表す」ことを学習する。

図２　学習規範が形成されるモデル案



３こ たべると，なんこ のこりますか。

このような問題場面を受けて、「８－３＝５」と表

したり、「８ひく３は５」とよんだりすることができ

るようにする。

さて、数学的処理の結果としての式表示が正しいか

否かの検討は、どのように行うのか。「７－３＝４」

「８－３＝６」といった誤まった表示がなされた場合

から考えてみる。その判断の拠り所としては、２つの

様相が考えられる。

Ａ　自分と異なる式表示をしている。

Ｂ　問題場面や操作と対応させ、それと異なる式

表示している。

望ましいのはＢである。

学習指導では、まず、お話の場面（日常の世界）から、

求残（または求差）の現象をとらえる。─観察把握

次に、物事を具体物の操作に置き換えて、数量だけ

を問題の対象とする。この段階では、問題場面から算

数の世界へと移る。そして、２つの数量を操作できる

よう整理する。─分類整理

数理的処理が正しく行われているかどうか、問題場

面と操作とを見比べながら、判断する。─筋道反省

そして、その数理的処理の結果として、正しく式に

表現する。数字や式に、問題場面の現象を認めること

が求められている。─解釈表現

このように段階を踏むことによって、〔日常の世

界〕－〔操作の世界〕－〔記号の世界〕が結び付く。これ

を繰り返し行うことで、式の数字や記号が、問題場面

や操作を拠り所にして認めることができるようになる。

そこで、本事例においては、「式表示に問題場面や

操作を読みとること」「数学的表現のよさを大切にす

ること」といった学習規範が、行動様式を制御する４

つの成分によって、学習集団にどのように意識され、

共有されていくのか、その様相から分析していくこと

にする。

（２）分析の視点と方法

次の視点で分析を行う。

①　児童の行動様式は、どのように変容してい

るか。

②　変容のきっかけとなる他者の行動様式は何

か。

①②の両者とも、授業をビデオ撮影したものを分析

し、分類・整理する。

（３）分析の結果

①　全体的な様相

多くの児童が、既に、本単元で学習する程度の数理

的処理を行うことができていた。また、式を誤って表

示する児童もほとんどいなかった。

その一方で、問題場面から具体物に置き換える際の

数量の配置やそれらの操作については、結果が求まれ

ばよいといった感じのものが多く、問題場面や数量の

関係が分かりにくい状態であっても気に留めない児童

がほとんどであった。家庭での学習において、先に本

単元で身に付ける数理的処理を身に付けていた児童の

多くは、「ひき算、知ってる。」や「ひき算、できる。」

の発話に見られるように、「算数は、たし算やひき算

を知っていることがよい」「算数は、計算が速くでき

るとよい」といった、狭義の学力観を背景とした規範

を顕在させていた。

指導の途中から、徐々に、具体物の配置や操作に統

一性が見られるようになっていった。これは、J.

Piagetの発生的認識論でいう他律的道徳段階の、教師

の権威が影響したと見ることができる。しかし、児童

の中には、具体物の配置や操作の仕方について説明を

求めた際、「問題場面と同じだと分かりやすいから

（観察把握・分類整理）」や「算数では、勉強してきた

ことと同じようにする（筋道反省）」といった教師の

示した数学的価値を根拠にして説明する者もいた。そ

れら発話を受けて、児童の間では、「問題と同じよう

にする」や「前の勉強と同じようにする」の２点がキ

ーワード化し検討の視点となっていた。

単元終了後に行ったパフォーマンス評価では、当初

に比べると、具体物の配置や操作が問題場面に即する

ようになっていたが、約39％の児童は指導したもの

と異なるものであった。

②　具体物の配置や操作が統一されていく様相

第１時の問題場面は、次のように残りを求めるもの

である。

そして，次の２つの操作が見られた。

図３　問題場面に即した操作
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図４　問題場面とは異なる操作

授業では、図４→図３の順序で取り上げ、両者に共

通することとして差の５が残ることを確認した。

続いて、「どちらが問題場面にあっているか」と問

い、自由に自分の考えを発表させた。

以下は、その発話の一部である。

Ｃ１：かえるは船に乗って、さようならって手を振っ

ているから、これ（図３）です。

Ｃ２：かえるさんが、右の海に行っています。

Ｃ３：左に行くと船がないので、かえるは海に落ちて

しまいます。

Ｃ４：そんなら、船をつくったらいいねん。

Ｃ５：勝手に船作ったら、あかんやん。

Ｃ６：そうや。先生はお話のとおりはどっちですか、

って言うたんやで。

どの発話も問題場面に即応したものであったが、Ｃ

３～Ｃ６のやりとりが、この話し合いを落ち着けるこ

とになった。これを受けて、教師が「お話のとおり、

ブロックを置くことが大切です。そうしないと、Ｃ３

さんの言うとおり、かえるさんが海に落ちてしまいま

すね。」と、確認を図った。

その後に行った練習問題では、再度、教師から「お

話のとおりに、ブロックを置いてやりましょう」や

「お話のとおり、ブロックが置けてあるか、お隣同士

で確かめましょう」と促している。

ビデオに映る児童には、やはり、具体物の配置や操

作が問題場面と異なる児童もいたが、隣の児童の置き

方が自分と異なることに気付いたり、教師の「お話の

とおり、ブロックが置けてあるか、お隣同士で確かめ

ましょう」によって友達から指摘されたりして、修正

する姿が見られた。

第６時では、次のように、２種類の魚の差を求める

問題場面を提示した。

図５　数量の配置が式表示とは異なる求差の問題

問題場面に即した数量の配置をしようとすると、前

時とは異なる操作となるため、児童の間で混乱が生じ

た。教師は、このような場合でも、これまで同様の操

作をしていくことを教えるスタンスで指導に臨んでい

たが、期せずして、児童からそのことに言及する発話

が示された。

以下は、そのときの発話である。

Ｔ１：ブロックの動かし方は、どちらがよいと思いま

すか。

Ｃ７：ぼくは、お話のとおりがいいと思います。

Ｃ８：私も、お話と同じがいいです。

Ｃ９：でも、前の時間と、ブロックの動かし方と違う

ことになる。

Ｃ10：そんなんより、お話のとおりにするほうがい

いねん。

Ｃ11：そんなことないで。たし算のときだって、「あ

わせる」と「ふえる」で、同じにしてたやん。

Ｃ12：動かし方変えたら、また新しいこと覚えない

とあかんねんで。

Ｃ13：算数は、同じようにできることは同じように

するって、先生が言うてた。

Ｃ９～13は、本単元の前に学習したたし算でのや

りとりが再生されたものと見ることができる。背景に

は、教師が示したたし算の規範「同じように考えられ

るようにする」ことが働いており、他律的であること

に違いないが、学習集団全体の納得を得ることになっ

ていた。また、ひき算にもたし算の学習規範を想起し

たことは、これまでその方法で行ってきたことによさ

を見つけている可能性があると思われる。

（４）知　見

１事例で断定することは難しいが、低学年では、教

師という存在としての権威が、強く働くことが分かる。

行動様式はもちろんのこと、それを根拠づける理由に

ついても、教師から示された考えに拠っている。

その定着については、内面化されたものとして見る

ことはできないものの、１つの方法を伝達するよりは

児童の考えをもとにした話し合いの場が設定されると

効果的である。数時間を経て、児童の側から過去の規

範が示され共有が図られた事実は、注目に値する。類

似する場面を多く経験することが、規範を定着させる

ことにつながったのではないかと推察する。また、こ

の事実は、第１学年であっても、内面化し自律的な行

為へと向かうに当たって、必要な、数学的価値を見出

すことが可能であることを、語っている。算数の約束

事を学ぶことの多いこの時期であっても、豊かな学び

を経験させていくことが大切であることが言える。

４．結　語

授業の場面を通して、教師の明示化（黙示化）する

学習規範が児童と教師の間で協定されることによっ

て、「他律的な行為→内面化→自律的な行為」のプロ
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セスが描かれるものと考える。

今後は、上述した学習規範のモデルを構成する細部

の要素について精査を加え、授業の実際から検討して

いきたい。
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